きょうだいの思い
親なき後は、きょうだいにとっては目の前の切羽詰まったこと
「みんなちがってみんないい」じゃなくて、みんなと同じが良かった　
福岡市手をつなぐ育成会保護者会　会長　下山　いわ子
　　　　　　　　　　　　　　⇧表題

2022年もコロナに大きく影響を受けました。当会の活動もほとんど休会となり、役員すら顔を合わせることが難しい状況でした。
しかし、そんなことばかり言っておられません。
保護者の訃報に接することが多くなりました。
そして、きょうだいの切実な思いも聴きました。
2023年、成果のある一歩を踏み出さねばと改めて強く思っています。
今年もよろしくお願いいたします。
[bookmark: _Hlk125920327][bookmark: _Hlk125463264]きょうだいにとって、目の前の問題なんだ。親なき後のことじゃない。⇦大見出し
※“きょうだい”とは、障がいのある人の兄弟姉妹
親は、“親なき後”と言って託すことを考えている。グループホームや入所に入れたら安心する。けれど、そこはゴールじゃない。
きょうだいは同じ時代を生きている。自分の人生と同じように、完結するところまで見届ける。或いは、見通しをつけてからでなければ死ねないという責任がある。その意味では、親のように「親が生きている間に将来何とかなれば」というような猶予の時間もなければ他に託する人もいない。親とは違い、かなり厳しい環境の中で生きている。本人がグループホームや入所にいられなくなってからの介護や医療の問題等、きょうだいにとっては、親なき後の問題じゃない。目の前の切羽詰まった問題なんだ。きょうだいは今の課題を自分の世代で解決しなければならない責任があると思っている。

　新年早々に聞いたきょうだいの方の話です。
　改めてガツンと胸にきました。
　親は、きょうだいももちろん大切で大切で、「きょうだいは幸せになってほしい。きょだいには負担をかけないように親が全て背負う」とがんばってきました。だからこそ、親なき後が心配で心配で仕方がありません。
　一方、親はどれほど託される側、すでに託されている側（きょうだいに限らず）の状況を想像してきたのでしょうか。
とはいえ、親も高齢となり、動くことも難しくなっている方も多いです。一人っ子の家庭、頼れる人がいないという方もいます。会として力を合わせて具体的な一歩を踏み出さねばなりません。
しかしながら親や当会、障がい福祉関係者だけでは追いつきません。高齢福祉関係、医療、行政や議会関係、法律専門職、地域住民等の方たちと早急に検討すべき大きな課題であることを認識し合い、共通の土台で取り組めるように構想する必要があります。一緒に考えてもらえませんか。
[bookmark: _Hlk125921711]みんなちがってみんないいって言うけれど、僕はみんなと一緒が良かった⇦大見出し
擬似体験を通した知的・発達障がい理解の啓発活動『手をつなぐ応援隊』⇦中見だし
　当会では、障がいを実感できるような参加者全員体験型の擬似体験を通して、知的・発達障がい理解の啓発活動を行っています。
　みんなの手をつなぎたい、という思いをこめて「手をつなぐ応援隊」というチーム名にしました。
　障がい理解のきっかけ作りや思いやりの想像の引き出しを増やしてもらえたらと、わかりやすくて楽しい擬似体験プログラムで構成しています。
　家族だから話せる障がいのある家族のことも紹介しています。
　2016年から活動して、県内外で2022年12月現在、176回の講座、参加者数　6,700人余となりました。依頼はお断りしません。どこへでも、一人の参加者がいらっしゃれば出動しています。
　公民館・人権尊重推進協議会・公民館サークルや民生委員児童委員、小・中・高・大学・専門学校の教職員・生徒・保護者、行政職員、県市議会議員、家庭教育講座、福岡県警察学校新入生向け等、さまざまなところで実施させていただいています。[image: ]

※当会ホームページに実績一覧を載せています。https://fiku.jp/hogoshakai/news.php
[bookmark: _Hlk125953943]みんなと一緒が良かった⇦小見出し
啓発活動は、呼んでくださるところへ出向きます。
出向くからこそ出会える人たちがいます。
「実は、孫が」「実は子どもが」「実は、私が」という方から「初めてこんな会があると知って、話を聞いてもらえることがわかって良かった。家族にも伝える。学校や地域に来てほしい。」と声をかけてもらっています。
障がいのある方からは「あるあるな話ばかりだった。もっといろんなところで話をして理解を広げてほしい」「黒板を写すのが遅くて悩んでいたけど、見え方が人とは違うんだと初めて知った。職場の人にも話して、理解してもらおうと思う」や「優先順位をつけられないから、どの作業も一番優先度が高いと思ってしまう。だからどの作業も早くしないといけないと思うし、全て終わるまで休めなくて、すごく疲れるんだ。このことも伝えてほしい」など教えてくれます。
小学6年生から「障がいがあることが不幸じゃない」と感想がありました。
講座で「みんなちがってみんないい、というように、自分とは違うと思う人を受け入れたり認めたりすることは、難しいけれど大事なこと」と話しています。
その時にきょうだいから投げかけられた言葉が「みんなちがってみんないいって言うけれど、僕はみんなと一緒が良かった」です。
そうか、と胸に刺さりました。私は障がいのあるわが子が“普通の子になってほしい。みんなと同じになってほしい”と思っていた時期がありました。
きょうだいも、 “みんなと同じ普通のきょうだい”でいたかったのです。
そして、その思いを親には言えなかったのです。親の悲しい顔が浮かぶから。親ではない、啓発にやってきたおばちゃんだから話せたのです。
「そうか、そうか。そうだよね。話してくれてありがとうね」と言って背中をさすってあげるしかありませんでした。
「みんなちがってみんないい」という言葉は、多様性を認め、だれもがかけがえのない存在であることを的確に表現しています。小学校１年生も知っているくらい、人権学習で取り上げられている表現です。
このきょうだいのような思いをしなくてすむように、みんなちがってみんないいという意識が、真に根付くような啓発活動を継続しなければと身が引き締まりました。ついでに痩せると良いのですが。
30年後を目指して⇦小見出し
障がいのある人と障がいのある人になるかもしれない、と考えると障がいについて関係のない人はいません。
だれもがかけがえのない存在です。みんなが自分自身とお互いを認め合って大切にする社会であってほしい。
「この人困った人だな」と思うときは「本人が一番困っているんじゃないかな」。
　「どうしてわからないの？できないの？」と思うときは「どうしたらできるかな。わかるかな。」と考え合えるといいなと思います。
子どもたちに正しい人権意識が育つように、今から大人がお手本となって丁寧に始めると30年後は、みんなが楽しくて暮らしやすい地域共生社会に近づいていると楽しみにしながら活動しています。
令和4年度福岡県障がい者差別解消推進功績者として表彰されました⇦小見出し
[bookmark: _Hlk125949597]2022年12月23日に「手をつなぐ応援隊」の啓発活動が福岡県から障がい者差別解消推進功績者として表彰されました。
みなさんが障がいについて知ろう、人権について考えよう、応援しよう、としてくださったおかげです。
これからもこつこつと丁寧に活動を進めてまいります。
[bookmark: _Hlk124935761]今後もご指導、ご鞭撻の程、そして私たちではつながれない方たちへ啓発活動が広がりますよう、お力をお貸し下さい。
　　

⇦写真は、文末ではなく、文章の途中に入れてく⇦文頭または文末にお願いします。
お問い合わせ先
電話　092‐713‐1480
e-mil　hogsha@fiku.jp

ください。[image: ]
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